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 池田（2015）が述べているように、日本では様々な日本語学習者が増えている。日本

語教育においても、異なる学習者のニーズや目的に対応し、教授法が従来の教師主導型か

ら学習者主導型へと変わりつつあり、それに適合した学習方法も求められるようになって

いる（梅田，2005）。青木（2005）は学習者が能動的に自身の学習を評価、管理する能

力を学習者オートノミーと定義し、学習者オートノミーが発揮された行動が自律学習であ

ると述べている。現在の日本語教育では、自律学習がかなり注目されている。 

 実際に留学生が教室内で日本語を学ぶ時間は限られており、教室外での学習が言語学習

効果に大きく影響している。しかし、管見の限り自律学習に関わる研究において教室外は

あまり注目されていない。そこで、筆者は自らの日本語学習経歴の中で、教室外で様々な

リソースを自身に適合したものを選んで日本語学習に使用した経験から JSL 学習者のリソ

ース使用に興味を持った。そして日本語学習者リソース使用に関する先行研究を調べてい

くうちに、「使用されなかった」リソースがほとんど注目されていないことに気づいた。

筆者は自身の日本語学習を振り返り、母語が中国語の人や中国語に翻訳されたものなどの

リソースを意図的に使用していなかった。その結果ネイティブに近い日本語運用力を身に

付け、日本語能力試験 N1 で満点を取得できた経験から、自身と似たような日本語学習者

（以下 N1 高得点学習者）の「リソースの意図的不使用」について興味を持った。 

 工藤（2006）や浜田（2004）、文野（2004）、トムソン木下（1997）などの研究から、

学習者とリソースを使用する際に、リソースとの間に相互作用が起こっており、学習に

様々な影響を与えていることがわかった。彼らの研究から、筆者はリソースとの相互作用

はリソースを使用することに限らない可能性があるというひらめきを得た。そして学習環

境の中にあるリソースの存在を学習者が意識し、リソースに対して何らかの行為を行うこ

とを相互作用だと捉え、何らかの理由を以ってあえて使用しないことも相互作用であり、

学習に影響をもたらしているという仮説を立てた。 

 さらに、Rubin（1975）で行われた優れた学習者の学習ストラテジーに関する「Good 

Language Learner 研究」と Skehan（1989）で主張された学習者要因から、N1 高得点学

習者のリソース使用について研究することで、他の学習者の学習を導くヒントを得られる

ことを期待できると予想し、N1 高得点学習者の「リソースの意図的不使用」について、

彼らはどのようなリソースをどのような理由で意図的に使用しないようにしていたか、そ

の行為にどんな相互作用が見られるのか、彼らの間に共通している部分が何かを明らかに

するため、研究を行った。 

 留学生時期の学習リソース利用状況に関するチェックリスト調査と意図的に使用しなか

ったリソースにコミットしたインタビュー調査を 3 名の N1 高得点学習者を対象に行い、

整理、分析した。その結果、自身の日本語力の向上と日本社会文化理解の役に立たないこ

とを理由に、母語が日本語ではない相手とのやりとりを意図的にしていなかったことや効

率が悪く日本語学習に向いていないという理由でマンガ、雑誌、参考書など紙製のものを

意図的に学習に使用しないようにしていたこと、客観性や公正性がなく日本社会文化を客

観的に理解できないことを理由に、固定観念が入っている偏ったニュース報道やステレオ

タイプの人間などのリソースと接触することを意図的に避けていたことなどの「リソース
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の意図的不使用」が見られた。そしてこれらの「リソースの意図的不使用」が彼らに学習

動機を生み出し、日本語の技能の練習になる機会を作りだしていたことも明らかになって

いた。 

  さらに、3 名の調査協力者の語りから、彼らが常に自身と学習を評価し、自分を取り

巻く環境を評価していたことが解明された。彼らの行動はまさに学習に対する意思決定や

コントロール、評価をする能力、つまり学習者オートノミーが発揮された自律学習である

と言える。限られた時間やリソースの多様性、教室内学習時間の制約など、JSL 学習者に

とって自律学習が求められる要因は様々である。本研究が JSL 学習者に自律学習の重要性

を気づかせ、学習者オートノミーの育成に目を向けるきっかけになれることを願う。 
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